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令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 平泉町立長島小学校 

 
２ 実 践 名 運動・食事・生活習慣 ～目指そう小さな自己ベスト～ 

 
３ 実施対象者 全校児童７３名 保護者 

 
４ 目 標  運動・食事・生活習慣を自ら調整していこうとする児童の育成 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

１．担当者が連携したよりよい習慣づくりに向けた一体的取組 

・学期に一度設定する体力アップ週間（60プラス週間） 

・毎学期に生活リズムチェックの実施 

ア・イ・ウ 

２．学校の実態や特色を生かした取組 

 【運動】【資料１－１～５】 

・毎週月曜日の全校運動・全校遊び 

・長小体操の活用 

【生活】【資料２―１～６】 

・毎月19日の「食育の日」の健康観察時チェック 

・岩手型肥満解消ぺっこアプローチを基にした健康相談 

・年に４回の「ハッピーメディアルール」の取り組み 

・月に一度の「ノーメディアデー」の取り組み 

【食育】【資料３】 

・毎週火曜日のかみかみ給食（自校給食） 

 ・箸の持ち方調べ週間 

 ・栄養教諭による栄養指導 

 ・低学年給食試食会の実施 

イ・ウ 

 
６ 成 果 

○全校運動・全校遊びでは、遊びを通して基礎体力の向上を意識して行うことができた。 

○体力アップ週間を設けることで、よりよい運動・食・生活習慣への全校児童の意欲が

向上している。 

○生活リズムチェックを行うことで、睡眠時間の改善ができている。児童の取り組み意

欲も向上しているが、家庭での意識も向上している。 

○「ハッピーメディアルール」「ノーメディアデー」の取り組みで、メディア依存の未然

防止を家庭へも呼びかけることができている。 

○自校給食により、調理員が献立掲示や産地についての掲示等を行なっているため、児

童への働きかけが日々行うことができている。 

 
７ 課 題 ○学校全体を通してよく遊び、よく運動する傾向にあるが、遊びや運動の仕方に偏りが

見られる。 

○平日と休日の生活リズムに差がある。特にメディアの使用に大きな差が見られる。 

○肥満児出現率が全国平均よりも高いため、今後も取り組みや働きかけは必要である。 

○遠距離から登下校している児童が一定数いるため、自家用車で登校する児童が増加

傾向にある。 

 
８ 今後の予定 ○感染症への対応が変化した今年度の実践を踏まえて、来年度の取り組みをより吟味し

ていく。校内の授業改善や情報共有、地域・家庭への働きかけについて、より考えて
いきたい。 

○６０プラスプロジェクトの取り組みを、学校と家庭で連携して行えるように、タブレ
ットの活用なども検討していきたい。 
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